
■市債の補償金免除繰り上げ償還
Q補償金免除による23年度までの実績は。
A20年度に約3億円、22・23年度に合計
で約20億円の繰り上げ償還を行い、合計
で約3億5,700万円の利払い負担の軽減が
図られた。

■藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム
Qミュージアムを活用した地域貢献や経
済の活性化に向けた取り組みは。
A24年度に生田緑地周辺の商店街と連携
し、訪れた観光客を対象に周辺店舗を紹
介するマップの作成や来店実態を把握す
るためのアンケート調査を実施していく。

 

■学校教育への脳卒中教育の導入
Q症状に対する判断や対応を含めた脳卒
中教育を小・中・高等学校に導入しては。
A保健学習の授業の中で症状や対処方法
について触れられるよう、体育科・保健
体育科教諭や養護教諭の研究会などで理
解を深めるための情報を提供したい。

■電子申請システムのサービス拡充
Q ICT(★1)環境が変化する中での今後
の取り組みと市民ニーズへの対応は。
A各事業の所管部署に寄せられている要
望などを考慮し、効果の高い手続きを中
心にサービスの拡充を検討していきたい。

■公園利用者のための駐車場整備
Q球場などの運動施設を併設している公
園には駐車場を整備するべきでは。
A地域の実情を勘案しつつ公園利用者や
管理運営を行う地域住民などの意見を伺
い、今後慎重に検討を行っていきたい。

■粗大ごみ処理券の取扱店舗
Q麻生区岡上、はるひ野などで、個人商
店での取り扱い委託に向け調整を進める
とのことだが、具体的な導入の時期は。
A24年秋頃から地域や個人商店の意向確
認などを行い、25年度当初からの実施に
向け取扱店舗などを調整していきたい。

■生産緑地地区を示す標識
Q約3千本ある標識は設置から20年が経
過しているが、計画的な交換の考えは。
A今後、状況把握に努め標識の大きさや
文字色、耐久性、経費面などについて検
討し、計画的な交換を進めていきたい。

■難聴者支援の充実
Q公共施設への磁気ループ(★2)導入に
向けた取り組み状況は。
A福祉パルなどへの設置は利用状況など
を踏まえて市社会福祉協議会と協議して

いく。新たに整備する公共施設への補聴
装置の設置は、関係局で調整をしていく。

■ごみ発電事業の売電入札
Qごみ焼却により発電した余剰電力の売
電は随意契約を見直し、高価格の売却が
期待できる一般競争入札とすべきでは。
A一般競争入札を基本とした売電を考え
ているが、今後の電力需給の状況や関係
法令の改正なども見据え的確に対応する。

■（財）市消防防災指導公社の資金運用
Qリスクの高い仕組債(★3)の購入を禁
止し資金運用管理の規程も見直しては。
A今後、仕組債を購入しないこととし、
必要に応じて規程の見直しを検討するよ
う公社に指導していきたい。

■地域自主戦略交付金(★4)
Q指定都市市長会で緊急意見を出したが、
継続事業の実施に支障はあるのか。
A24年度の市への交付金額は約43億6千万
円で、見込みの89.9％の措置額である。緊
急性のある事業に優先的に配分し、全体
の事業進捗に影響しないよう対応する。

■中原区制40周年記念事業
Qどのような取り組みを行うのか。
A区民による多様な記念事業やNHKの
ど自慢公開放送を等々力アリーナで行う。
また区民とともに記念写真集「未来に伝
えるなかはらの歩み」を作成した。

■がん検診受診時の一時保育の利用
Q親の検診受診時の利用は可能か。また
利用希望が多いが拡充への取り組みは。
Aがん検診などの場合は緊急一時保育と
して利用いただける。一時保育事業は24
年度に８カ所増設し、計43カ所で実施す
る。25年度は６カ所増設を計画している。

■ジェネリック医薬品(★5)
Qジェネリック医薬品で医療費負担の軽
減を図るべきだが、周知の取り組みは。

A区役所の国民健康保険担当窓口で処方
希望カードの配布を行っており、24年９
月の被保険者証更新時にも送付を行う。

■生田緑地マネジメント会議
Q生田緑地の今後のあり方についてマネ
ジメント会議が果たす役割は。
A生田緑地ビジョンの実現に向け、生田
緑地の保全と利用の調整を図りながら、
実践につなげていくための協働の場とし
ての役割を担うことを目指している。

■災害時の要援護者避難支援制度
Q市への登録率は約21％と低い。支援の
必要な未登録者への今後の対策は。
A従来の広報のほか、案内の送付や関連
施設などへの周知に加え、24年度は民生
委員が要援護者を把握し案内を行う。

■教育に関わる防災について
Q応急避難場所となる学校の体育館の非
構造部材(★6)の耐震対策は。
A24年度に全市立学校172校を対象に現地
調査などを行い実態把握、評価を実施し、
今後改修方法などを検討していく。

■生活保護受給世帯の子どもへの支援
Q被保護母子世帯の子どもたちの自立支
援プロセスへの対応は。
A福祉事務所では中学生対象の高校進学
支援プログラムを活用し、生活保護自立
支援対策会議では、専門部会を設置し
て、具体的な支援展開の検討を進めている。

■農業機械の購入支援
Q川崎耕土改良部会(★7)のトラクター
購入補助を40％から50％に引き上げては。
A高齢化した農業者などに初期投資や労
務負担の軽減などで有意義なため、今後、
近隣都市の調査を進め、補助率の見直し
など制度の充実を検討していきたい。

■光触媒を活用したカーブミラー
Qカーブミラーは約6,900基が市内に設
置されているが、鏡面を光触媒にしては。
A光触媒は汚れや結露に効果があるため
今後、汚れ防止の効果やコストなどを調
査し、設置について検討していきたい。

■父子家庭への支援策の周知
Q支援についてさらなる周知が必要では。
A日常生活支援制度の23年度の利用は
母子家庭の319回に対し、父子家庭は29
回と少ない。父子家庭向けのチラシを新た
に作成するなど周知に努めていきたい。

■インターンシップの充実
Q生徒が希望する職場体験ができるよう
に、選択肢を増やす支援が必要では。
A早い段階での体験は若年者の就職意識
の向上に重要なため、情報通信、金融、
福祉などの関係団体と連携しつつ、受け
入れ先企業の拡充支援に努めていきたい。

■学校給食の情報提供の方法
Q放射性物質が検出された場合はベクレ
ルのみでなく、理解しやすく内部被曝に
換算したシーベルトも公表すべきでは。
Aシーベルトに換算した値についても速
やかにホームページに公表しつつ、学校
を通じて保護者へお知らせしていく。

■自衛隊との人事交流
Q退職自衛官の採用のみでなく現職の段
階から自衛隊と市とで人材交流をしては。
A人脈構築や危機管理に関わる情報収集
などで有用だが、自衛隊の意向や他都市
の動向などを注視していきたい。

■住宅リフォーム助成制度
Q県内で12自治体が助成している。経済
対策として助成制度を実施しては。
A市では目的に応じた住宅助成をしてい
る。引き続き大規模な住宅相談会などを
実施して市内中小建設業者の受注確保と
地域経済の活性化に努めていきたい。

■ふれあいネットの団体登録
Qメンバーのうち５人以上の登録だが、
メンバー全員の登録と誤解を招きやすい。
分かりやすい説明に改めるべきでは。
A案内リーフレットの配布やホームペー
ジ改訂など分かりやすい広報に努めたい。

■市内にある放射性廃棄物対策
Q放射性廃棄物を保有している施設数と、
それらを対象とした災害対策の有無は。
A市内に６施設あり、災害時には消防局
で策定した｢放射性物質に係る消防対策マ
ニュアル｣などに基づいて対応を行う。

■下水汚泥焼却灰の処理
Q安全性確保に向けたシミュレーション
結果がでた場合は市民に理解を求めては。
A24年３月に水面埋め立ての考え方が
国から示されたため、国立環境研究所の
データや有識者の意見も伺いつつ、長期
的シミュレーションを行っていきたい。

6月25日

6月25、26、27、28日の本会議では、市政一般について５４人の議員が
質問を行いました。その主な質問と答弁の要旨は次のとおりです。
（発言順）

一般質問

市内に
設置されている
カーブミラー

ジェネリック医薬品
相談カードと
リーフレット
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宮前区
 た け    だ　        の ぶ   ひ ろ

竹田  宣廣
（みんなの党）

麻生区
 か つ  ま た　      み つ     え

勝又  光江
（共産党）

中原区
  か わ  し ま　      ま さ   ひ ろ

川島  雅裕
（公明党）

麻生区
   こ       ば　          り      か      こ

木庭  理香子
（民主党）

中原区
 い ち    こ           て る    み

市古  映美
（共産党）

宮前区
   や    ざ わ　      ひ ろ  た か

矢澤  博孝
（自民党）

高津区
  い の  ま た　       み      え

猪股  美恵
（無所属）

宮前区
 そ え    だ          まさる

添田  勝
（民主党）

多摩区
 つ ゆ    き           あ け    み

露木  明美
（民主党）

宮前区
 い し  か わ        け ん    じ

石川  建二
（共産党）

多摩区
  は し  も と        まさる

橋本  勝　  
（自民党）

中原区
  は ら　     の り  ゆ き

原  典之
（自民党）

多摩区
  こ う    の     

河野  ゆかり
（公明党）

宮前区
   た    む ら         し ん  い ち   ろ う

田村  伸一郎
（公明党）

■在宅医療と介護の推進
Q24年4月の介護保険制度の改正で24時
間介護サービスなどが示されたが対策は。
A5つの事業所が定期巡回などの24時間
対応を開始している。市では医療・介護
の連携による地域包括ケアシステムの充
実のため、24年度から担当者を配置した。

■多摩区の観光資源
Q藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムを活用
し、まちのにぎわいや活性化を図っては。
A活性化のためのキャラクターの使用は、
地域からの具体的な提案などをいただき
つつ、引き続き調整を進めていきたい。

■福祉の仕事のイメージアップ
Q若い年代に実情を正しく知らせ、福祉
の仕事のイメージアップを図るべきでは。
Aパンフレットを作成し先輩職員のメッ
セージを紹介している。24年度は改訂の
予定があるため、キャリアモデルの情報
を加えるなど内容の充実を図っていく。

■リチウムイオン電池
Q電池を開発した川崎区臨海部のエリー
パワー(株)と市内の中小企業との連携は。
A23年度の市内企業との連携は約20社
で約3億円と伺っている。新工場の稼働予
定があり、多くの発注が期待されている。

■市営住宅を使ったシェアハウス
Qひとり親家庭や単身高齢者へのシェア
ハウスの支援に市営住宅を活用しては。
A市営住宅をシェアハウスとして提供す
ることに対しては法の制約があるが、今
後とも各局からの要請に応じて、国など
と協議していきたい。

■ワーク・ライフ・バランスの実現
Q中小企業に対する支援策の整備は。
A今後とも中小企業の特性を踏まえ、産
業界との連携を強化し、中小企業がワー
ク・ライフ・バランスを導入しやすい環
境づくりに取り組んでいく。

■京急八丁畷駅前の安全対策
Q駅前ロータリーの設置に向けた地権者
との交渉経過は。当面の対策として歩道
の拡幅と横断防止柵を設置すべきでは。
A地権者への代替地の調整が整った。当
面の対策としては、歩道拡幅や横断防止
柵設置を24年8月末までに実施していく。

■かわさきエコ暮らし未来館
Q市バス利用のPRを行って利用者を増
やし、未来館への路線延伸につなげては。
A定期発行の交通局ニュースで未来館へ

のアクセスについてPRしつつ、バスの車
内放送などで利用促進を図っていきたい。

■市の管理職の異動サイクル
Q基本２年で異動とのことだが計画策定
から実行まで責任を持ち遂行すべきでは。
A市職員として培った経験を考慮し適材
適所の人事配置を行うことで、業務の継
続性を前提に原則同一ポスト２年で効率
的・効果的な行政体制を確立している。

■病児保育の訪問型サービス展開　
Q施設型サービスのみでなく民間団体の
訪問型と連携し、柔軟に対応しては。
A国の制度改正や他都市の導入動向など
に留意しながら、今後の連携の可能性に
ついて調査研究をしていきたい。

■新百合ヶ丘総合病院
Q24年8月の開院の準備状況の把握は。
A産婦人科は開院当初から外来診療や入
院、分娩とも対応可能であり、小児科は
外来を中心とする体制を整えた後、休
日・夜間の救急患者の受け入れに向け段
階的整備を行っていくと伺っている。

■市道鷺沼線の街路樹木整備
Q地域からソメイヨシノの植樹を求める
声が上がっているが、今後の整備方針は。
A23年度の樹木の診断結果を踏まえ、
順次、植え替え作業を進める。樹種の決
定には地域住民の意見を伺っていきたい。

■川崎駅周辺の交通安全対策
Q県道川崎府中線のJRガード下への自
転車専用道設置に向けた取り組みは。
A25年度に対策手法を確立し、26年度
にアンダーパス部の安全対策の本格実施、
運用に向けた社会実験を予定している。

■証明書のコンビニ交付
Q導入を27年１月と想定して積極的に
取り組むとのことだが、今後の計画は。
A24年度は個人番号カードの導入時期な
ど、国の動向を踏まえて実施に向けた課
題整理などを進め、25年度にシステム改
修などの必要な整備を進める予定である。

■災害廃棄物の広域処理
Q国で新たなマッチングが検討されてい
るが、数量や搬出自治体など要請内容に
変更があった場合の市の対応は。
A県や県内３政令市と、それぞれの焼却
施設の構造や最終処分方法に応じた対応
なども含め、協議検討を進めていきたい。

■夢見ヶ崎動物公園の魅力発信
Q会員特典を付けて寄付を募ることや、
動物サポーター制度の導入への見解は。
A先進事例の調査やヒアリング、来園者
からの意見聴取などから運営課題などを

整理し、制度の研究を進めていきたい。

■認知症疾患医療センターの設置
Q認知症高齢者は市で２万人以上と推計
されるが、かわさき長寿プランでの24年
度のセンター設置の取り組み状況は。
A24年6月に庁内選考委員会で2病院を
選考し、国の指定に向け協議をしている。

■JR津田山駅のバリアフリー化
Q JR東日本との共同事業による橋上駅
舎化の検討の進捗状況と今後の進め方は。
A JR東日本に基本設計を委託しており、
24年度半ばに設計の完成を予定している。
今後、協議・調整を行い合意を得た上で24
年度内に概略設計に着手していきたい。

■臨海部の緑化推進計画
Q市や多摩川流域全体の生態系の保全の
ため、植林には日本固有で多摩川流域の
生態系に適合する種を選定すべきでは。
A臨海部を取り巻く環境を十分に踏まえ
た上で、生態系にも配慮し、その土地に
合った樹種などを選定していきたい。

■地域交流の場としての銭湯活用
Q寄席や漫才などの発表の場や室内楽の
演奏会など、新たな魅力の創出の検討は。
A川崎の特徴を生かした取り組みの可能
性について川崎浴場組合連合会と協議し
ながら、利用促進を支援していきたい。

■自主防災組織
Q町内会・自治会の備蓄倉庫に係る資器
材購入補助金の対象品目の緩和は。
A24年度は、東日本大震災を教訓に対象
資器材や補助額の
拡充などの見直し
を行った。今後
も、自主防災組織
の意見を聞き、品
目などの検討をし
ていきたい。

■ミューザ川崎シンフォニーホール
Q今までの音響を上回る方法は。
A音響性能は、新築時同等以上の水準確
保のため、ホール内の音響測定を行い、
24年12月には東京交響楽団の試験的演奏
を通して確認していく。

■無電柱化整備基本方針
Q５つの重点エリアの現在の進捗状況、
取り組み状況は。
A24年３月末で、計画路線32路線、延
長約12㎞のうち都市計画道路二子溝口線
など計７路線、延長約２㎞の無電柱化が
完了しており引き続き推進している。

■櫓橋架け替え工事安全対策
Q元住吉駅交差点の櫓橋拡幅工事の取り
組みと工期が延長された理由は。
A櫓橋は24年度完成予定であったが、橋
の整備に支障となる埋設物の撤去に伴い、
25年度早期の完成を目指し調整していく。

■中原区大型集合住宅住民組織の支援

Q支援事業を展開する上での課題は。
A大型集合住宅のコミュニティ形成は、
周辺地域との関係づくりへの理解と協力
が必要で、今後も担い手の人材発掘や組
織形成への取り組みが重要である。

■防災対策
Q緊急時の市民への情報伝達方法は。
A23年７月に、新たに緊急速報メール
を導入し、24年度はSNS(★8)を活用し
た災害情報の提供を開始する。25・26年
度は同報系防災行政無線のデジタル化再
整備工事で機能の向上を図る。

■登戸土地区画整備事業
Q事業地内に公園を設置する考えは。
A公園の必要性は認識しており、事業用
管理用地のうち、将来公園整備が予定さ
れる用地の一部で、今後の事業の進捗状
況を見据え、暫定的なオープンスペース
などの整備の可能性を検討していく。

■商店街街路灯のLED化支援
Q LED化費用の３分の２を支援しては。
A23年度以降はLED価格の下落の想定
などで補助率を２分の１とした。今後も
国・県の支援内容の情報提供に努めると
ともに商店街の要望を伺い支援していく。

24年2月に開催された大型集合住宅住民組織支援
のためのシンポジウム
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議会かわさき平成 24（2012）年 9月1日

★1 ＩＣＴ
P2(★4) ICTリテラシーを参照

★2 磁気（誘導）ループ
音声を磁気に変換し、補聴器で受信
して聴くことができる聴覚障害者用
のシステムです。

★3 仕組債
Ｐ２(★１)仕組債を参照

★4 地域自主戦略交付金
国の府省など所管にとらわれず、地
方自治体が自主的に選択する事業に
対して、国から交付されるもので
す。24年度から政令指定都市も対象
に拡大されました。

★5 ジェネリック医薬品
新薬と同じ有効成分・同等の効き目で
価格の安い後発医薬品のことです。

★6 非構造部材
P2(★2)非構造部材を参照

★7 川崎耕土改良部会
農業者の協働・共助の組織として昭
和44年に創設された団体です。農地
所有者からの依頼で作付け前の農地
の掘り返し作業など行っています。

★8 ＳＮＳ（ソーシャルネットワークサービス）
人と人とのつながりを促進・サポート
するコミュニティ型のウェブサイトの
ことです。

P4

P5

やぐら  ばし

6 月26日

キャラクターを使用した案内表示

中原区
うしお    だ           と も   の ぶ

潮田  智信
（民主党）

川崎区
 み や   は ら         は る    お

宮原  春夫
（共産党）

中原区
 よ し   お か         と し   す け

吉岡  俊祐
（公明党）

中原区
 お し  も と         よ し     じ

押本  吉司
（民主党）

幸区
 よ し     だ          ふ み    こ

吉田  史子
（民主党）

幸区
                                   た だ  ま さ

かわの  忠正
（公明党）

幸区
かぶら    き           し げ    や

鏑木  茂哉
（自民党）

川崎区
 は ま    だ           ま さ   と し

浜田  昌利
（公明党）

川崎区
 た め    や           よ し   た か

為谷  義隆
（みんなの党）

宮前区
 あ さ    の           ふ み  な お

浅野  文直
（自民党）

多摩区
 さ い   と う         た か    し

斉藤  隆司
（共産党）

高津区
 い し    だ           か ず    こ

石田  和子
（共産党）

幸区
   お      だ             り      え      こ

小田  理恵子
（みんなの党）

多摩区
 よ し   ざ わ　      あ き    こ

吉沢  章子
（自民党）


